公園３

基本的考え方

公園がもたらす「うるおい」や「やすらぎ」、また、その公園の「特色となるテーマ」などを考慮し、すべての人が快適に利用できるようそれぞれの施設を整備する。特に、出入口にあっては、障害者、高齢者等が安全で分かりやすく、利用しやすい構造に配慮する。園路は、目的とする施設への通路でもある。そのため、すべての人が安全に移動できる歩行空間として連続的に整備する。特に縦断こう配と横断こう配は緩やかにする。また、公園の修景施設等は人の五感を考慮した設計デザインとすることが重要である。なお、公園内に設置される一般都市施設及び指定施設は、当該施設の種類及び規模に応じた整備基準を準用する。

１出入口

一般都市施設整備基準

出入口のうち１以上は、次に定める構造とすること。

(1)有効幅員は、120センチメートル以上とすること。ただし、地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合は、90センチメートル以上とすることができる。

(2)車止めを設ける場合は、当該車止めの相互間の間隔のうち１以上は、90センチメートル以上とすること。

(3)段を設けないこと。ただし、次に定める構造の傾斜路を併設した場合は、この限りでない。

ア　有効幅員は、90センチメートル以上とすること。

イ　こう配は、12分の１以下とすること。

(4)路面は、平たんで滑りにくい仕上げとすること。

(5)出入口を横断する排水溝を設ける場合は、車いすのキャスターが落ち込まない構造のふたを設けること。

指定施設整備基準

(1)出入口のうち２以上は、次に定める構造とすること。

ア　有効幅員は、120センチメートル以上とすること。

イ　段を設けないこと。ただし、段を３の項(5)に定める構造に準じたものとし、次に定める構造の傾斜路及び４の項に定める構造の手すりを併設した場合は、この限りでない。

（ア）有効幅員は、120センチメートル以上とすること。

（イ）こう配は、12分の１以下とすること。

ウ路面は、平たんで滑りにくい仕上げとすること。

エ出入口を横断する排水溝を設ける場合は、車いすのキャスターが落ち込まない構造のふたを設けること。

オ歩道上から出入口に至る経路には、別表第３の３項(2)に定める構造の視覚障害者誘導用ブロックを敷設すること。

(2)(1)に定める構造の出入口以外の出入口に段が生じる場合は、３の項(5)に定める構造に準じたものとすること。

整備基準解説

基本的考え方

すべての人に使いやすく安全な出入口を設け、これと連続した園路との通行動線を確保する。出入口と道路から公園への進入口まわりを規定したものである。

(1)出入口の構造

ア　出入口全体の有効幅員は、120センチメートル以上であるが、車止め柵を設ける場合においても、柵と柵との間隔は、90センチメートル以上を確保する。

イ　傾斜路

（ア）有効幅員120センチメートルは車いす使用者が通路を円滑に通行しやすい幅員である。

（イ）こう配

車いす使用者が自力で傾斜路を登坂するには相当な体力を必要とする。また、下降する場合でも腕にかかる負担は大きい。水に濡れる等の条件が加われば困難度はより高まるため、こう配はできる限り緩くする。また、車いすの通行を妨げるため進行方向以外の側方へ傾斜させない。

（ウ）単独で行動できる車いす使用者、または介助者１名での行動をとる車いす使用者を前提とし、その円滑な歩行を可能とするため、段を設けない整備基準を設けた。ただし、歩行が可能である高低差２センチメートル以下のものは、段とみなさない。

ウ　路面

（ア）表面は乾いている状態でも濡れた状態でも滑りにくく、通行に支障する凹凸のない仕上げとする。

（イ）砂利敷きや石畳は車いすでは動けないので好ましくない。レンガやインターロッキング、磁器タイル等では、目地部にも段差が生じないように施工する。

エ　溝ふたの構造

格子型の場合にはピッチ1.25センチメートル程度、又は1.5センチメートル×10セ　　ンチメートル程度とし、円形の場合には直径２センチメートル程度以下とする。

オ　視覚障害者誘導用ブロックの構造

道路の一般都市施設３の「視覚障害者の安全かつ円滑な利用に必要な設備」の項を参照。

(2)　(1)以外の出入口の構造

３の「園路」の項(5)を参照。

望ましい水準

(1)　出入口の構造

全ての出入口が整備基準を遵守できる構造とする。

その他の事項

ア　出入口の車止め柵の前後には150センチメートル以上の水平面を設ける。

イ　視覚障害者誘導用ブロックについては、建築物等が公園内にある場合、必要に応じ出入口から建築物等まで連続して敷設する。

２駐車場

指定施設整備基準

不特定かつ多数の者が利用する駐車場を設ける場合は、１以上(総駐車台数が50以上200以下の場合は当該台数に50分の１を乗じて得た数以上、総駐車台数が200を超える場合は当該台数に100分の１を乗じて得た数に２を加えた数以上)の駐車区画を車いす使用者用駐車区画として、次に定める構造とすること。

(1)幅370センチメートル以上、奥行き600センチメートル以上とすること。

(2)３の項に定める構造の園路に近接した場所に設けること。

(3)駐車区画から３の項に定める構造の園路に至る通路は、同項に定める構造とすること。

(4)別表第５の２の項(2)、(4)及び(5)に定める構造とすること。

整備基準解説

(1)駐車区画の寸法

車いす使用者が安全に乗降できるスペースとして、標準駐車区画に幅120センチメートル、奥行き100センチメートルを加えたものである。

(2)設置場所

自動車の動線と車いす使用者が動線の交差を避けるために、駐車区画はできるだけ出入口に近い位置に設けることが必要である。

(3)通路の構造

３の「園路」の項を参照。

(4)水平な場所、案内の表示及び誘導の表示

建築物の２の「駐車場」の項(2)、(4)及び(5)を参照。

車いす使用者用駐車区画の設置数

1～50台で1以上設置

51～100台で2以上設置

101～150台で3以上設置

151～200台で4以上設置

201～300台で5以上設置

望ましい水準

(4)　案内の表示

駐車場の「満空標示」に、車いす使用者の駐車区画の利用状況を知らせる装置を設ける。

６案内標示

指定施設整備基準

案内標示を設ける場合は、次に定める構造とし、そのうち１以上は、園路及び広場の出入口の付近に設けること。

(1)大きく分かりやすい文字、記号、図等で表記し、これらの色彩は地色と対比効果があるものとすること。

(2)障害者、高齢者等の通行の支障とならないような位置に設けること。

(3)障害者、高齢者等に見やすい高さに設けること。

(4)照明装置を設ける場合は、判読性を高めるために適切な照度を確保すること。

(5)案内標示の周辺に車いす使用者が近づけるよう十分なスペースを確保すること。

整備基準解説

基本的考え方

公園を利用するための情報提供はすべての人に分かりやすい配慮が必要である。誘導サインのほかに、樹種名等の説明板についても同様とする。

(1)文字

書体は太ゴシック系がよい。記号や図は知的障害者、子ども、外国人等にも分かりやすいデザインとする。

(2)設置位置

通路等に設置する場合は、通路の幅員に配慮する。また、視覚障害者の通行の支障とならないように設置する。

(3)高さ

案内板表示面の高さは、平均的視点の高さと仰角から、床面より50～200センチメートル程度の範囲とする。この基準は利用者が板面から100センチメートル程度の距離から見ることを想定している。

(4)照明

夜間の判読性を高めるため、照明を近接して設ける。この際反射による判読性の低下に注意する。

(5)スペース

案内標示の前には車いす使用者が回転できるスペースを設ける。

望ましい水準

その他の事項

ア　総合案内板等

総合案内板には、視覚障害者のための点字表示や触知図を設ける。総合案内板は点字が読みやすい角度と高さに配慮し、床面には位置を示す視覚障害者誘導用ブロックを設置する。管理事務所がある場合、当該公園の概要が点字で記された説明書を備える。

イ　誘導サイン

園路には、視覚障害者にも出入口の方向が分かる誘導サインのデザインに配慮する
